
 1 年生 

・いのちは、からだぜんぶがまもっているん
だなぁ～とおもいました。いのちは、一人に
ひとつしかないから、きをつけて一日一日た
いせつにしないとなぁ～とおもった。 

・けんたさんがみんなとすごくなかよくす
ごしてたのに、きゅうになくなってみんなす
ごくかなしかったんだろう。 

・やまだけんたくんのぶんまでいきないと
いけないというのがわかりました。じぶんの
いのちはたいせつだとわかりました。 

・人のいのちもじぶんのいのちもたいせつ
なんだなとおもいました。これからいのちを
たいせつにしたいとおもいます。 

・いのちは、人にとってひとつしかないもの
でおかねでかえないもの なにでもかえな
いものでごぜんぞさまがくれたものだから 
一つ一つをたいせつにしながらいのちをま
もって人生をだいじにして人生をたのしむ
といい人生になるとおもう。 

２年生 

・いのちがあるからこういうふうにじゆうにあそんだりできるとわかったからいの
ちを大切にしようと思った。 

・いのちがなくなったらもう友だちとはあそべないしにどとかぞくともあえないし
友だちともあえないから、これからずっといのちをたいせつにしたいとおもう。 

・わたしはあたり前にいきているけど、こんどからはちょっとでもたいせつって思
っていきたいな。わたしもいきている内にすきなことした方がいいな。 

・いのちはおとしたらもうにどともどらないものだからたいせつにしないといけな
いものだとしりました。せんそうがなくなってほしいと思いました。 

・みんながふつうのように学校にとうこうしているけれどけんたくんのようにゆめ
をかなえられないまましんだらかなしい。 

・いのちの大切さがわかった。「いのちのおはなし」を読んでいのちは時間なのをし
った。山田けんたさんのきもちが分かった。これからもいのちを大切にしていきた
いとおもった。 

 

３年生 

・みんなにはかぎりある命があるから自分の命も友だちのいのちも前よりもたい
せつに思いました。けんたくんのことを去年よりもわかれたので、来年はもっとけ
んたくんのことをしれたらいいなとおもいました。けんたくんのおかげでわたしは
前より「命」について考える時間がふえました。 

・たいいくかんでけんたくんのゆめやけんたくんがしたかったことをきいて、それ
だけ、生きたかったと分かった。1・2 年の時はまず自分の命を自分で守ったけれ
ど、3 年になってから自分の命を守るだけでなく、周りの人のことも守ってあげた
り助けてあげたいて思った。 

・いのちは、いつかはなくなっちゃうとわかって一日一日をもっと大切にしたいと
思った。いやな言葉を友だちに言うと、友達の心にのこるんだって学習できました。
もっと命を大切にしていきたいです。 

・今日は命の日です。命の大切さなどを知りました。命はだれにとっても大切なも
の。命の木も見にいきました。わたしが一年生の日よりも少し大きくかんじました。
もしけんたさんが生きていたら世界がかわっていたかもしれない。きせきでいいか
ら、生きかえってほしいです。 

・けんたくんがみんなに伝えてくれたメッセージをわすれずにがんばろうと思っ
た。けんたくんはこうつうじこでなくなってしまったから、こうつうじこやきけん
なところをちゅういしようと思った。いのちの木がどんな意味がこめられているの
かわかったからこれからもいのちの木が元気に育ってほしいと思った。 

４年生 

・今日は命の日でとても命について考えることができ
ました。ふだんは時々くらいにしか考えないけど、今日
はたくさん考えることができてうれしかったです。前よ
りも命の大切さを学ぶことができてうれしかったです。
自分たちが持っている名前もいのちも全部大切にして
いこうと思いました。お母さん、お父さんががんばって
くれた名前と命はこの世で一つしかない宝物なんだと
思いました。これからもずっと命を大切にしていきたい
と思いました。 

・とうとう、けんたさんと同じ年になった。今、ぼくが
死んだらということを考えやすい。もし死んだら、親な
どが悲しむし、楽しいことも、ドキドキすることもでき
ない。今までもいのちを大切にしてきたが、もっと大切
にしないといけないと思った。だから、友達といっしょ
に命を大切にしたい。 

・命はなくしたら二度ともどらないので大切にしよう
と思いました。命の日の発表を聞いて、一人ひとりのち
がいを生かしていきたいと感じました。命はみんなにあ
る大切なものということがわかりました。 

・命についてもっと考えたくなった。命はかぎりあるも
のだから大切にしていきたい。命は大切だとおもった。 

・命は一つしかないからいのちを大切にすることをず
っとわすれないようにしたいです。もし、だれかがしん
どそうにしていたら助けてあげて他の人の命も大切に
してあげたいです。 

５年生 

・命は大切で、すぐに取りかえられないし、二度ともどらないからいのち
は大切にしようと思った。もっと生きたいのに生きられない人もいるのに、
いじめなどでその命がなくなってしまうのはとても悲しいと思うから、他
の人の命も大切にしようと思った(いじめなどをしない)。今生きていること
があたり前のように感じるけど、いつなくなってしまうかわからない命を
大切にしようと思った。 

・まず健太さんのお母さんから話を聞いたり、アルバムを見ていると、命
があることで友達や家族と話をしたり会話できて、命がなければここにい
ることもできないし、会話もすることができないし、お母さんから聞いて
いて、命の大切さを知ってほしいという、深い気持ちが伝わって良いきか
いになったと思った。 

・もう 5 回目だけど、いつも新鮮で、毎回命について良く考えることがで
きます。今回で思ったことは、色んな人が言っていたように、命を落とす
ともう二度とあいさつや会話もできなくなり、それどころか会えなくなっ
てしまうんだなと考えました。 

・命は二つの見方があって、一つは生物学的な見方でもう一つはかけがえ
のない大切な物という見方だと思った。二つ目の考え方を、自分は大切に
していきたい。 

・生きたくても生きることができなかった健太さんはやり残したこともあ
るし、家族や友達とも会えなくなってしまったけれど、その思いはビデオ
を見ているる私たちに悲しみなどのさまざまな感情となって伝わってき
た。明日があることを当たり前のように生きている私たちは見えないとこ
ろで「死」に追いかけられていて、油断をしてもしなくてもいつかはつか
まって死んでしまう。だから本当に明日があるのかわからないから、1 秒 1
日 1 時間を大切に生きようとこの授業で分かった。 

６年生 

・健太さんは尊い命を失ってしまったけど、健太さんは、桜塚小学校に大切な命
を教えてくれたんだなと思った。命はいつなくなるかわからないものだから、自
分や今しかできないことに進んでチャレンジしようと思った。自分の命だけじゃ
なくて、友達・家族・動物・自然の命も自分の命と同じくらい大切にする。 

・一人ひとりの命の大切さ・尊さを改めて学びました。たくさんの人に、その人
を大切にしている人がいて、いろんな人たちのくろうがあって、経験があって、
今の自分がいるのだなと思いました。一分一分を大切に、生きていることを当た
り前だと思わないで生きていきたいです。 

・ぼくは何度も命の大切さを学んでいて毎年命の大切さが増えていきます。命は
１人１つしかないので、その一つの命を大切にしていきたいです。友達をきずつ
けるのではなく、大切にしていきます。 

・命の日を通して、1 年生から 6 年生までの感想や意見を聞くことができ、自分
では思いつかないような新しい意見ばかりでいろんな角度から命の大切さを知る
ことができた。改めて、命の大切さや今なにげなく過ごしていることについて考
えることができた。 

・私にとっていのちとは一つしかないたいせつな「時間」だと思います。命が一
度なくなったらもうもどらない。そんなことをいしきして日々すごしたいと思い
ました。人はまた明日があるから今はいっかと思いやりたいこと、やらなければ
ならないことをあとまわしにしてしまうから、これからはやりたいことはそく実
行。いつでも本気でいろいろなことにとりくもうと思いました。 

・いのちの日は自分の生き方と命の大切さを考える日なので、いろんな学年の発
表を聞いて、自分もこんな風に生きてみたいなと思ったし、けんたくんのお母さ
んの話を聞いて、けんたくんからのメッセージをしっかりと受け取って生きてい
きたいなと思った。 

命の日 感想 

一人ひとりが自分のキャリアパスポートに感想を記入しました。 


